
 

 

 

 

 

Press Release／報道関係各位 

【取材依頼】 

 同コンテストはグローバル社会での活躍を期待される学生たちのスキルアップの場として２０１２年より開催されています。エ

ントリー者は事務局が定める３つのテーマの中から１つを選び、発表予定のプレゼンテーション内容を４分以内にまとめ、英語

でビデオ撮影し１次予選に応募します。例年であれば２次予選及び本選(決勝)は対面形式でプレゼンテーションを実施します

が、第９回大会となる今回は新型コロナウイルス感染症の影響により、２次予選は Zoom を活用したオンライン開催とし、本選

（決勝）のみ対面形式での開催となりました。 

コンテスト事務局は新型コロナウイルス感染症の影響により、いまだに多くの授業やインターンシップがオンライン上で実施

されている状況の中、同コンテストへエントリーした全ての学生にアンケートをとることで、問題意識を持つ学生の様々な声を

聞くことができると考え本調査を実施しました。集計結果の一部として「コンテストへの参加理由」「テーマの選定理由」「２次予

選のオンライン開催について」「新型コロナウイルス禍における学習環境変化の満足度」「海外留学について」を公開いたします。 

 

【調査概要】 

アンケート実施期間：２０２０年１１月２８日(土)～１２月１３日(日) 

調査対象：同コンテストのエントリー者(全国の大学生、大学院生、短期大学生、専門学校生及び４年次以上の高等専門学校生) 

告知方法：エントリー者へのメールに回答フォームのリンクを掲載 

実施方法：Googleフォーム 

回答数  ：275名(回答率：25.5％) 

 

【回答結果】一部抜粋 

(1)本コンテストへの参加理由(複数回答可) 

 

 

 

 

 

 

 

 

※単位：% 

※“*”は当該年度に非聴取カテゴリー 

◆コロナ禍に左右されず、英語のスキルや可能性を伸ばしたいと考えている学生が多いことが分かりました。特に「自分の英

語スキルを試したかった」と回答している学生が例年比１．４倍に増えているのは、コロナ禍による課外活動機会の減少に伴う

英語力を試す場の減少が背景にあると考えられます。また、２０１４年と比較すると自身の英語力やプレゼンテーション能力に

自信を持つ学生が増えていることがわかります。 

新型コロナウイルス禍における学生生活に関するアンケート結果を一部公開 

～第９回全国学生英語プレゼンテーションコンテスト エントリー者を対象に集計～ 

神田外語グループ(東京都千代田区／理事長：佐野元泰)は、読売新聞社との共催イベントである第９回全国学生英語プレゼンテ

ーションコンテストのエントリー者全員へ今後の大会運営の質の向上を目的としてアンケート調査を実施しました。第１回大会と

なる２０１２年よりアンケート調査を開始し、今回で９回目の調査となりますがエントリー者全員へアンケート調査を実施するのは

今回が初めてとなります。同コンテストへエントリーした全国の大学生、大学院生、短期大学生、専門学校生および４年次以上の

高等専門学校生 計１,０７７名に向けGoogleフォームにて作成した４５の質問を送付し、２７５名からの回答を集計しました。本

調査により、コロナ禍に左右されず英語のスキルや自身の可能性を伸ばしたいと考えている学生が全国にいることが判明し、日

本の学生の底力が見える結果となりました。 

令和 3年 2月 18日 



 

 

 

 

 

Press Release／報道関係各位 

【取材依頼】 

(2)今回選んだテーマと選んだ理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆理由(一部抜粋) 

【これからの時代に必要な教育のあり方を提案】4８% 

・一番身近に感じたため 

・コロナの影響で現在の教育では不十分であると感じているため 

・コロナにより学校の教育制度が多様化されると考えたため 

 

【全国の無人駅を活用！人々が集うクリエイティブな企画を提案】28% 

・高校時代、自分の使っていた路線に無人駅が数多くあり、このテーマが一番身近に感じたため 

・地方創生という日本の社会課題を解決したいと考えているため 

 

【地球規模の気候変動問題に自分たちができる事を提案】24% 

・学校のゼミで学んでいる環境経済学の知識を生かせると思ったため 

・環境問題に興味があり、何かアクションを起こしてみたかったため 

 

(3)２次予選のオンライン開催について 

3-１. 満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆理由(一部抜粋) 

【とても良い/良い】4２% 

・新型コロナウイルス感染症の感染が心配で自宅から受けられることに安心したため 

・家から出て集まるということがとても怖かったので、このような対応に安心したため 

・オーディエンスの顔が見られないことは残念だが、移動が無い分交通費や時間を節約できたため 

 

【悪い/とても悪い】3% 

・オンラインでは想いが伝わりにくいため 

 

 



 

 

 

 

 

Press Release／報道関係各位 

【取材依頼】 

3-2. オンラインプレゼンテーションでの自身の力の発揮の可否(左) 

3-3. オンラインと対面でのプレゼンテーションの仕方における違いの有無(右) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆４割以上の学生がオンラインでの開催となった２次予選に満足している結果となりましたが、48％が実力を発揮できたと感

じ、52％はできなかったと回答しており意見が２極化しています。プレゼンテーションの仕方に違いを感じた学生は８７％と高

くその理由としては「ジェスチャーが隠れてしまう」「アイコンタクトができない」「オーディエンスの反応を見にくい」といったも

のが多く挙げられ、オンラインでイベントを開催する上での課題が浮き彫りになりました。 

 

(4)新型コロナウイルス禍における学習環境変化の満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆理由(一部抜粋) 

【満足している】28%  

・オンラインでほとんどのことが学べてしまうため 

・移動にかかるコストが大幅に削減されているため 

・オンラインでも相互的な交流ができるため 

 

【どちらともいえない】44% 

・時間を効率よく使えるようになった反面、画面の見過ぎで目が疲れたり、集中力が長く続かないため 

・自宅で学習できるのは良いと思うが、生で感じられるものは失われると思うため 

・都合が良い時間や場所で学習できるメリットはあるが、通信状況が不安定な時は学習効率が下がるため 

 

【不満である】2８% 

・大学の施設を使えないため 

・オンラインでは活発な議論など学びを有する場がないため 

・常にパソコンに向き合うのは孤独で心が病むし、モチベーションが下がるため 

 

◆対面とオンラインの学習環境に対しそれぞれ良い面、悪い面があることを感じており、アフターコロナの時代では両方の良

い面を生かした学習スタイルが必要になると考えられます。 



 

 

 

 

 

Press Release／報道関係各位 

【取材依頼】 

(5)海外留学について 

5-1. 海外留学経験の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆２０１２年時点の留学経験者は約５５%に対し、今回の調査では約６６％まで伸びていることがわかります。 

 

5-2. 留学未経験者の海外留学意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆２０１２年時点では海外留学に意向がある学生は約６７％だったことに対し２０２０年では約９０％まで伸びています。 反対

に海外留学の意向がない学生は２０１２年の１７．８％に対し２０２０年は９．７％と下がっています。上記より、コロナ禍でも留学

に前向きであることが分かります。 

 

N 意向あり 意向なし 無回答

12年 回答者全体 73 67.1 17.8 15.1

13年 回答者全体 111 74.8 * 25.2

14年 回答者全体 81 58.0 * 42.0

15年 回答者全体 113 70.8 17.7 11.5

16年 回答者全体 68 55.9 16.2 27.9

17年 回答者全体 98 70.4 8.2 21.4

18年 回答者全体 117 76.9 13.7 9.4

19年 回答者全体 101 87.1 8.9 4.0

20年 回答者全体 93 90.3 9.7 0.0

性別 男 23 82.6 17.4 0.0

女 70 92.9 7.1 0.0

居住地 北海道 3 100.0 0.0 0.0

東北 2 100.0 0.0 0.0

関東 44 88.6 11.4 0.0

　茨城県 1 100.0 0.0 0.0

　栃木県 1 100.0 0.0 0.0

　群馬県 6 83.3 16.7 0.0

　埼玉県 6 100.0 0.0 0.0

　千葉県 4 100.0 0.0 0.0

　東京都 21 90.5 9.5 0.0

　神奈川県 5 60.0 40.0 0.0

甲信越 1 100.0 0.0 0.0

東海・中部 18 88.9 11.1 0.0

関西・四国 18 94.4 5.6 0.0

中国 1 100.0 0.0 0.0

九州 6 83.3 16.7 0.0

沖縄 0 0.0 0.0 0.0

学校種別 大学院 8 100.0 0.0 0.0

（設立主体） 国立大学 21 90.5 9.5 0.0

公立大学 10 90.0 10.0 0.0

私立大学 45 88.9 11.1 0.0

高等専門学校・専修学校 9 88.9 11.1 0.0

学校種別 神田外語（大学・学院） 10 100.0 0.0 0.0

（エリア） 1都6県の他校 34 79.4 20.6 0.0

1都6県以外の他校 49 95.9 4.1 0.0

学部種別 外国語 8 100.0 0.0 0.0

国際・グローバル 26 92.3 7.7 0.0

その他文系 30 93.3 6.7 0.0

理工系 20 80.0 20.0 0.0

学年 1年生 19 78.9 21.1 0.0

2年生 29 93.1 6.9 0.0

3年生 30 90.0 10.0 0.0

4年生以上 15 100.0 0.0 0.0

応募種別 個人の部 39 82.1 17.9 0.0

グループの部 54 96.3 3.7 0.0

選択テーマ これからの時代に必要な教育 46 89.1 10.9 0.0

全国の無人駅を活用 27 88.9 11.1 0.0

気候変動問題にできること 20 95.0 5.0 0.0

ボランティア 経験あり 44 93.2 6.8 0.0

活動参加経験 経験なし 49 87.8 12.2 0.0

(%)

20年クロス集計値：N≧30かつ回答者全体より10ポイント以上 ■高い　■低い

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

12年 回答者全体

（N=73）

13年 回答者全体

（N=111）

14年 回答者全体

（N=81）

15年 回答者全体

（N=113）

16年 回答者全体

（N=68）

17年 回答者全体

（N=98）

18年 回答者全体

（N=117）

19年 回答者全体

（N=101）

20年 回答者全体

（N=93）

意向あり 意向なし 無回答

N 経験あり 経験なし 無回答

12年 回答者全体 181 54.7 40.3 5.0

13年 回答者全体 265 51.7 41.9 6.4

14年 回答者全体 220 51.8 36.8 11.4

15年 回答者全体 268 53.0 42.2 4.9

16年 回答者全体 220 49.1 30.9 20.0

17年 回答者全体 240 53.3 40.8 5.8

18年 回答者全体 295 55.6 39.7 4.7

19年 回答者全体 258 59.7 39.1 1.2

20年 回答者全体 275 66.2 33.8 0.0

性別 男 84 72.6 27.4 0.0

女 191 63.4 36.6 0.0

居住地 北海道 6 50.0 50.0 0.0

東北 7 71.4 28.6 0.0

関東 117 62.4 37.6 0.0

　茨城県 4 75.0 25.0 0.0

　栃木県 3 66.7 33.3 0.0

　群馬県 13 53.8 46.2 0.0

　埼玉県 15 60.0 40.0 0.0

　千葉県 14 71.4 28.6 0.0

　東京都 51 58.8 41.2 0.0

　神奈川県 17 70.6 29.4 0.0

甲信越 4 75.0 25.0 0.0

東海・中部 36 50.0 50.0 0.0

関西・四国 76 76.3 23.7 0.0

中国 13 92.3 7.7 0.0

九州 15 60.0 40.0 0.0

沖縄 1 100.0 0.0 0.0

学校種別 大学院 20 60.0 40.0 0.0

（設立主体） 国立大学 51 58.8 41.2 0.0

公立大学 30 66.7 33.3 0.0

私立大学 157 71.3 28.7 0.0

高等専門学校・専修学校 17 47.1 52.9 0.0

学校種別 神田外語（大学・学院） 14 28.6 71.4 0.0

（エリア） 1都6県の他校 109 68.8 31.2 0.0

1都6県以外の他校 152 67.8 32.2 0.0

学部種別 外国語 28 71.4 28.6 0.0

国際・グローバル 78 66.7 33.3 0.0

その他文系 110 72.7 27.3 0.0

理工系 42 52.4 47.6 0.0

学年 1年生 36 47.2 52.8 0.0

2年生 56 48.2 51.8 0.0

3年生 105 71.4 28.6 0.0

4年生以上 77 80.5 19.5 0.0

応募種別 個人の部 107 63.6 36.4 0.0

グループの部 168 67.9 32.1 0.0

選択テーマ これからの時代に必要な教育 131 64.9 35.1 0.0

全国の無人駅を活用 77 64.9 35.1 0.0

気候変動問題にできること 67 70.1 29.9 0.0

ボランティア 経験あり 144 69.4 30.6 0.0

活動参加経験 経験なし 131 62.6 37.4 0.0

(%)

20年クロス集計値：N≧30かつ回答者全体より10ポイント以上 ■高い　■低い

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

12年 回答者全体

（N=181）

13年 回答者全体

（N=265）

14年 回答者全体

（N=220）

15年 回答者全体

（N=268）

16年 回答者全体

（N=220）

17年 回答者全体

（N=240）

18年 回答者全体

（N=295）

19年 回答者全体

（N=258）

20年 回答者全体

（N=275）

経験あり 経験なし 無回答



 

 

 

 

 

Press Release／報道関係各位 

【取材依頼】 

５-３. 留学経験者の留学先トップ５(２０２０年調査時点) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆欧米諸国の英語圏が留学先として人気があることがわかります。アフターコロナの時代で海外渡航が難しい中、いかに上記

の様な留学先に近い学習環境を作り出せるかが大きな課題になると思われます。 

 

 

※本学から配信されるプレスリリースは SDGs に基づいた教育環境充実の一環として、UD（ユニバーサルデザイン）フォント

で作成されています。 

https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/news/52433/ 

 

 

※その他詳しい調査結果につきましては以下までお問合せください。 

 

▼本件に関する報道関係の方の問い合わせ先 

学校法人佐野学園(神田外語グループ) グループコミュニケーション部 室井 優太朗 

TEL: 03-3258-5837（平日 9:30～17:00）  

FAX: 03-5298-4123   

MAIL: media@kandagaigo.ac.jp 

/kuis/news/52433/
mailto:media@kandagaigo.ac.jp

